
栢
かや

ﾉ杜
もり

遺跡発掘調査現地説明会資料

2004年１月17日

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所



栢ﾉ杜遺跡発掘調査現地説明会資料

Ⅰ　概　要

遺　跡　名 ……… 栢ﾉ杜遺跡

調　査　地 ……… 京都市伏見区醍醐南端山・柏森町

調 査 面 積 ……… 約300㎡

調 査 主 体 ……… (財) 京都市埋蔵文化財研究所

Ⅱ　栢杜遺跡のあらまし

栢ﾉ杜遺跡は、今から約8 5 0年前、平安時代の終わりに建てられた醍醐寺の子院跡です。

場所は、醍醐寺から南へ約１k m、笠取山の西麓、標高5 0ｍ前後の西側に視界の開けた高

台に位置します。昭和4 8年に発掘調査が行われ八角円堂と方形堂の二つの建物が南北に

並んで確認されました。建物跡が『醍醐雑事記』や『南無阿弥陀仏作善集』の記載に一

致することから、長くその存在が不明であった「大蔵卿堂」或いは「栢杜堂」と呼ばれ

た子院がこの場所に存在したことが明らかになり、昭和5 8年には国の史跡に指定されま

した。

Ⅲ　今回の調査成果

今回の調査は、史跡指定地隣接地の関連遺構を解明するために平成1 3年度より行われ

ており、今年度で３年目となります。調査では、新たに建物の基壇、石垣、溝、石敷き

などが確認されました。

建物跡 基壇の一部と思われる痕跡を確認しました。規模は、南北1 0ｍ、西半分が失

われており全容は明らかではありませんが、一辺1 0ｍの方形であったと思われます。本

来、基壇上には礎石が据えられますが既に失われていました。基壇の周辺からは多量の

瓦が出土しており、建物に葺かれていたものが落下したものです。瓦のほかに風鐸の破

片や釘なども出土しています。

石垣 建物跡の西側で確認されました。石が積まれているのは南北1 0ｍ余り、高さは

最も高いところで0 . 8ｍです。0 . 3ｍ程の石が段状に積まれています。建物正面にしか石

が積まれていないことから、傾斜地の土砂崩れを防ぎ、建物崩壊を防ぐために作られた

ものと分かります。また、石垣が途切れる南側延長部分では、段差の上部に石が敷かれ

ています。

溝 石垣の前面には平行して、排水のための溝が掘られていました。溝の幅は、1 . 8ｍ

と大きなものです。
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Ⅳ　まとめ

栢ﾉ杜遺跡で確認した建物跡は、昭和4 8年の調査の２棟と今回のものを合わせて３棟に

なりました。平安時代の終わりに成立した『醍醐雑事記』には栢ﾉ杜遺跡の事である「栢

杜大蔵卿堂」が久寿二年（1 1 5 5）に供養された事が記されており、さらに「大蔵卿堂八角

二階 九躰丈六堂　三重塔一基各檜皮葺」「願主大蔵卿正四位源師行」とある事から、こ

こには八角二階の建物や三重塔が、大蔵卿を務めた源師行（？～1 1 7 2）によって造られ

たことが分かります。また、鎌倉時代、東大寺を再興した俊乗坊重源の事蹟を著した

『南無阿弥陀仏作善集』には、重源が「栢杜堂一宇」を造り、丈六の阿弥陀如来像を９躰、

金色の三尺立像などを安置した事が記されています。これまでの調査で確認された建物

跡が、文献史料に記された建物のどれに当たるのかが問題となりますが、昭和4 8年の調

査で確認された建物のうち、八角形の建物跡は、その特異な形から「八角二階の大蔵卿

堂」にあたることは明らかです。一方、方形の建物は、重源が建久三年（1 1 9 2）に造営

した兵庫県小野市に現存する浄土寺浄土堂と平面プランが全く同じである事から、重源

の造った「栢杜堂一宇」に相当すると思われます。

今回の調査で新たに確認した建物跡は、礎石が全く残っていないため、建物の構造を

知る事はできませんが、文献史料に残る「三重塔」の可能性が考えられます。三重塔と

しては規模が大きいですが、承安元年（1 1 7 1）に建立された兵庫県加西市の一乗寺三重

塔（一辺8.93ｍ）の例があります。

また、塔の屋根は檜皮葺と『醍醐雑事記』にあり、多量の瓦の出土はこれと反します

が、鎌倉時代に瓦屋根に葺き替えられたとも考えられます。

いずれにしても8 0 0年前のこの場所には、仏堂や塔が南北に並び、西側を通る奈良街道

から望めば、その堂舎は燦然と輝いて見えた事でしょう。
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調査地位置図（１：5,000）

栢杜関係年表
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栢ﾉ杜遺跡遺構配置図（１：1,000）
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栢ﾉ杜遺跡遺構実測図（１：150）
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瓦の出土状況（北から）

全景（南から）

石垣の状況（北西から）



財団法人京都市埋蔵文化財研究所ホームページ　http://www.kyoto-arc.or.jp/

現地説明会の案内を御希望の方は、メールにてお知らせ下さい。


